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トピック１ 私はこんな面白い研究をやっています！！

 研究概要
高温超伝導（ H T S ） 薄膜内遮蔽電流密度の高性能解析とその応用
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拘束条件付き連立１ 次方程式：

◎ 高性能解析 ◎ 工学的応用

⇔

臨界電流密度 jC の非接触測定法

永久磁石法の数値的再現
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●:  実験結果 

▲:  数値結果
低減方程式：

▲:  拘束条件付き連立１ 次方程式 

▼:  低減方程式＋H行列法

有限要素法（ FEM） と後退Euler法を用いて離散化

臨界電流密度の非接触
測定装置（永久磁石法）

永久磁石法における磁力線と
遮蔽電流密度の時間変化永久磁石法の実験結果と数値結果

高温超伝導薄膜内の高性能遮蔽電流密度解析とその応用



トピック２ 私の研究はこんな風に発展します！！

1. 超伝導リニア加速システムの開発と性能検討
• 核融合科学研究所で提案された手法
• 上記システムを有限要素法でシミュレーション

2. 等価回路法の適用
• 支配方程式の物理的性質が明確になり，
計算内容の理解が容易

3. メッシュレス法の適用
• 解析対象が複雑形状でも対応可能
• 高温超伝導テープ線材内で生じる
遮蔽電流解析によって，核融合用
超伝導コイルの製作を検討



トピック３ 地域社会にこんなスタイルで貢献したいです！！

研究内容を国内外に伝えたい
• 研究室公開（科学フェスティバル，オープンキャンパスなど）
• 研究室見学・出張講義（高校生対象），公開講座，
• 口頭発表，論文での研究成果発表
• 他大学・研究所との共同研究



トピック４ 若手研究者としての私の夢！！

超伝導薄膜中の様々な電磁界解析に応用され，さらに実り多
い結果を生むことになると予想される.

超伝導や数値電磁界解析に関わる研究者に対して新しい発
想・視点を与えたい．


